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文化財調査レポート　資料紹介　江戸時代の科学技術資料（天文編）
１　調査の目的
　佐渡には、近世における佐渡金銀山関係の古
文書類が極めて多く残されている。貴重なこれ
ら資料を後世に残すこと、実物を閲覧しなくと
も、必要時にすぐに閲覧可能となるようにとの
趣旨から、関係者の協力を得て古文書類のデジ
タルアーカイブ化を進めている。これら貴重な
資料をデジタル化する段階で、佐渡には江戸時
代から昭和期前半まで、日本最先端の技術やす
ばらしい学者や技術者が存在していたことを改
めて痛感させられ、感動を覚えるような資料に
出会えた。
　諸資料の中から、ゴールデン佐渡所蔵「石井
夏海・文海資料」の中に見られる各種科学技術
資料の中から、天文資料を選んで紹介する。こ
れまで佐渡島内おいて、科学分野では測量法や
薬草等についての論文や資料等が多く発表され
てきた。しかし、伊能図が天文・測地学的に作
られたことは有名であるが、測量や暦と直結す
る天文に関する資料紹介はあまり見られない。
　石井夏海（1783 ～ 1848）と文海（1804 ～
1849）親子は、佐渡奉行おかかえ絵師であるが、
江戸で蘭学を学び、年報第１号「自気発動星座
測量之図　草稿」で紹介したように、天文学に
も精通している。石井夏海・文海資料には当時
の星図類が数点あった。佐渡にもすばらしい天
文資料が江戸時代にあったことを知っていただ
きたく、デジタル化できた下記の星座図の特徴
を簡単に紹介する。
　①　天象管キ鈔
　②　衆星図
　③　円形天文之図※
　④　星座図※（上規図）
　　※資料名は、新潟県文書館が付けたものである。
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２　調査の結果と考察
2.1　『天象管キ ( ※ ) 鈔』
　　※キは「門構えに規」
　天象管キ鈔は、大きさ148㎜×190㎜、11ペー
ジ、木刷版である。現在の星座早見盤によく似
ている。巻頭は「安永３年」、巻末には「安永甲
午秋」と書かれている。星座図の巻頭に「安永
甲午冬十月　北禪竺常」巻末に「安永甲午之秋
書…常州水戸　長玄珠子」とある。
 【星座図の主な特徴】
①　本文中にある円形の星座図は、中央に北辰
　（北極星）があり、ピンで留められ回転できる
　ようになっている。
②　円盤の直径は、108㎜と小さいが、大変緻
　密に描かれている。
③　赤道を太い赤線で、太陽の通り道である黄
　道は太い黄線でほぼ円形で描かれている。
図１　天象管キ鈔最後の見開きページ
図２　星座盤（最後のページ）
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④　星座名は、中国星座で、江戸時代の天文学
　者保井春海が追加した星座は描かれていない。
⑤　黄道上には、12の枠付きの文字「正中…　
　十二中」が書かれている。これは、「月」の文
　字はないが、節気の「正月中…十二月中」と
　判断できる。節気は中国の黄道二十八宿の星
　座と交わるか接している。黄道は、これらの
　星座上（又は付近）を太陽が１年かけて動く
　軌跡である。
⑥　円盤の覆いは、現在の星座盤が楕円形にく
　りぬかれているのに対して、正円でくりぬか
　れ、周囲には、南北と方位の十二支が書かれ
　ている。円盤の外側には、「十五度強、九度弱、
　…」経緯に相当する時角と思われる角度が書
　かれている。
⑦　解説書に相当するページの最初に、黄道二
　十八宿が書いてある。標題「紫微垣界」の
　紫
し び
微垣
えん
とは、こぐま座を主とする星　座群で、
　天帝の居所とされた中国の星座である。
⑧　「天象管キ鈔」と題して、７ページわたり、
　この星座図の見方、太陽や星の運行について
　の説明が丁寧に書かれており、ページによっ
　ては朱書きされた部分もある。
2.2　『衆星図』
　図中に、「篠原善富誌、保井春海創著」、「経緯
度作方図：文化元年」「原図：延宝 5年、再作図：
元禄 12 年」とある。墨・赤・青の三色刷りの
木版刷りで、表・裏表紙付、49.1 × 142.0㎝ある。
　創者の保井春海（のちの渋川春海）は、江戸
時代初期の日本の代表的な天文暦学者である。
　星図には、「経緯度作方図」と書かれているこ
とから、経緯度を求めるための赤道星図と考え
られる。
 【星座図の主な特徴】
①　赤道星図の中央水平方向に朱
　色で赤道が太く引かれている。
　そして、黄道二十八の「斗」「牛」
　「昴」「胃」等の朱書き星から、細線で、垂直下
　方向に経度線が引かれている。線の下部には冬
　至・立春等の二十四節気や経度、黄道二十八の
　星名が書かれている。節気は「夜半」「晨」「昏」
　の三段に分かれている。
②　星図上部の文中には、「計恒星300座 3083
　星」とある。その後の記述には、「１等星17星、
　２等星70星、３等星212星、４等星475星、
　５等星732星、６等星1563星、気14星」と
　等級別星数が記述されている。
③　文中に赤点記星138座、810星とある。こ
　の星座・星の数は中国三星座「魏の石申が制定
　したと言われている138星座、810星」の数
　値と一致する。
　誰もが知っている冬の代表的な星座「オリオン
座」を例にとる。中国星座では「参宿」が相当し、
明るい星の大半が一致する。この星座には、天の
赤道が通っているが、図６で比較してもらいたい。
図３　紫微垣界の部分
図４衆星図　右下は折りたたんだ時の状態　
図５　衆星図上部（一部分）
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2000版星図（図６左）で三つ星のミンタカすれ
すれに天の赤道が通っている。(図６右）衆星図
では、「参」と書かれた三つ星の三の右上をわず
かにずれて天の赤道が通過している。星座図作成
は約320年のが差があり、地球の自転軸のずれ
歳差
4 4
（約４°）も無視できないから、視差は極わ
ずかであり、その精度のよさには驚かされる。
2.3　『円形天文之図』
　この図は、他の４つ星座図と異なり、直径
91.6㎝という大きな天球図である。文献等では、
石井夏海の師である司馬江漢が銅板の天球図を
作成しており、中国星座の上に西洋の星座絵を描
いた図となっている。
　石井夏海・文海親子が所有したと思われるこの
天球図は、中国星座に保井春海の星座が追加され
ている。手書きのものであることから、司馬江漢
の元で学んでいた石井夏海が写した可能性が高
いと考えている。理由は、手本である原版が、司
馬江漢所有の天球図が元図となった可能性が考
えられ、貴重な資料と考えている。
　宇宙の外側から地球を観て描いた天球図であ
るが、これだけ大きいと地面や机上に置いてその
星を天に投影して見るために都合がよいのであ
ろうか。どうしてこのように大きな図なのか、ま
た、どのような目的でこの天球図が使われたのか
不明である。
【星座図の特徴】
①　天球の直径91.6㎝、墨書きで、赤・黄・青
　に彩色されている。星の色は、朱色＝中国星座
　黒色＝保井春海追加星座と区別しており、衆星
図と同じである。朱色塗りの星には名前が記載さ
れていない。図中につぎの色つきの線がある。
　　・赤…天の赤道
　　・黄…１３本ある。
　　１本は、天の赤道と２点（「８月中」「大微垣」・
　「２月中」「雲雨」）で交差していることから太
　陽の軌道「黄道」であることが分かる。
　　残りの１２本は、同心円で天の赤道内に６本、
　天の赤道外に６本ある。12本あることから、　
　月の軌道である「白道」とも思えるが、今後調
　査を進めた上で確認する必要がある。
②　円の外側には、赤緯と思われる時間の文字し
　か書かれていない。
③　黄道と思われる黄色のやや太めの線が、１本
　軌道上の近くには、「正月」「正月中」「二月」「二
　月中」…「十二月」「十二月中」の文字が反時
　計回りに書かれている。天球図であるので、2.1
　で紹介した「天象管　キ鈔、星座図（円形）」　
　とは、逆回りである。
図6　［左］「参宿」　［右］現在星座図「オリオン」
図７　円形天文之図
図８　大微垣付近（部分図）
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2.4　『星座図』
　和紙に手書きした星座図（赤道星図・上規図）
である。彩色されており、墨（黒）・赤・黄・青
で色分けされ、大きさは192.5×57.4㎝と大きい。
　天文学に精通していた石井夏海か文海が模写し
た可能性が高い。原本が何か国会図書館で調べた
が断定できる資料は現時点で見当たらなかった。
【星座図の特徴】
①　右下の枠内に制定者別に、星座と星の数と図
　中の色別を記述している。
　　魏の石申が制定　赤星　  138星座　810星
　　商の巫咸が制定　黄星　　 44星座　144星
　　斉の甘徳が制定　黒星　   118星座　511星
　　保井春海が制定　青星　　 61星座　308星
②　右上に大きく「上規」の文字が見られる。（図
　10）江戸時代の天文用語で「上規」は北天の
　意味があり、上規図※であることを示している。
③  星の色分けや赤道星図は、保井春海とその子
　昔
ひさ
尹
ただ
が作成した「天文成象」の図に類似してい
　るが、右側部分に②の上規図が描かれているこ
　と、画面下に経度に相当する角度と時間が書か
　れていることが異なっている。上規図は地図測
　量にとって必要な資料である。
　①②より、資料名は、『星座図（上規図）』と（　） 
　付きにして名付けた方がよいと考える。
３　調査のまとめ
　各星図に共通したこととして
・代表的な一等星の位置を現在の星
　の位置と比較してみると、大変正
　確である。
・黄道や天の赤道上の位置（時角）
　がきちんと記載されていることか
　ら、星の観測からその土地の緯度・
　経度の測量に利用できる精度である。
・星の等級（明るさ）など、図11の
　ようにそれぞれの星座図で工夫し
　て描かれている。
　同じ石井夏海・文海所持文書『自気発動星座
測量之図　草稿※※』や『柴田収蔵日記」の資料
調査から、これらは、石井親子が入手したり、複
写したもと思われる可能性が極めて高い資料で
ある。石井夏海・文海の活躍した文化～享保時
代の佐渡に、このように正確な星座図があった
こと、それを使って天体観測がなされたこと（佐
渡で観測された彗星の観測記録）は大変興味深
いことである。
　また、当時日本有数な優秀な測量技師が存在
した佐渡、どこかに象限儀や子午線儀などの天
体観測器が存在していることを願っている。
　限られたページ内の関係で、描かれている中国
星座や日本の保井春海が追加した星座等の紹介
や詳細な特徴を紹介できないのが残念である。
　これら星座図の詳細な特徴については、資料を
整理した上で、佐渡伝統文化研究所ホームページ
で紹介する予定である。
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図９　星座図
図 10　［左］星座図右側部分　［右］下端部分
図 11　衆星図部分
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